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わ
が
国
に
お
け
る
密
教
図
像
の
制
作
は
、
入
唐
八
家
等
に
よ
る
図
像
の
請
来
が
一
段
落
す
る
十
一
世
紀
頃
か
ら
次
第
に
始
ま
り
、
十
二

世
紀
後
半
か
ら
十
三
世
紀
前
半
に
か
け
て
そ
の
最
盛
期
巻
迎
え
る
。
基
本
と
な
る
唐
本
図
像
の
転
写
は
も
ち
ろ
ん
、
希
有
な
意
楽
像
な
ど

多
種
多
様
な
図
像
が
収
集
制
作
さ
れ
た
。
ま
た
、
当
然
な
が
ら
一
方
で
は
、

乙
の
錯
雑
し
た
腫
大
な
図
像
を
整
理
集
大
成
す
る
作
業
も
並

行
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。

乙
の
時
期
の
密
教
図
像
の
多
く
は
、

心
お
ぼ
え
程
度
の
も
の
で
、

巻
子
状
か
折
紙
状
の
小
さ
な
も
の
が
主
で
あ
る
が
、

中
に
は
大
幅

で
、
明
ら
か
に
正
式
の
仏
画
制
作
の
下
絵
と
し
て
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
粉
本
図
像
等
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
同
じ
白
描
図
像

で
も
質
的
に
他
に
優
れ
、
白
描
図
像
が
そ
れ
自
体
で
芸
術
的
価
値
を
持
ち
始
め
た
之
も
み
ら
れ
る
。

現
存
す
る
図
像
作
品
か
ら
、
そ
の
制
作
に
携
わ
っ
た
幾
人
か
の
絵
師
の
名
前
を
識
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
専
門
絵
師
と
し
て
の
絵
仏
師

の
他
に
、
非
専
門
絵
師
で
あ
る
画
僧
の
名
前
が
多
く
み
え
る
の
も
、
密
教
図
像
の
特
異
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

乙
乙
で
述
べ
る
玄
証
阿
闇
梨
も
そ
の
一
人
で
、
彼
は
元
来
が
覚
鍍
を
始
祖
と
す
る
伝
法
院
流
の
法
脈
に
属
す
る
阿
闇
梨
で
あ
る
が
、
そ

玄
鐙
本
薬
師
十
二
紳
将
図
小
考

七
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本
薬
師
十

神
持

思し考：－

の
上
に
図
像
研
究
家
で
も
あ
り
、
図
画
に
も
巧
で
あ
っ
た
。

乙
の
玄
証
が
描
い
た
（
或
は
所
持
し
た
）
と
伝
え
ら
れ
る
薬
師

十
二
神
将
図
が
遺
っ
て
お
り
、
現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
に

保
管
さ
れ
て
い
る
。
も
と
は
高
山
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の

薬師十二神将図（世流布像）

で
あ
る
が
、

一
時
益
田
家
の
所
蔵
に
帰
し
て
い
た
た
め
、
益

田
家
本
薬
師
十
二
神
将
図
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

乙
の
玄
証
本
十
二
神
将
図
（
写
真
1
）
に
は
、
高
野
山
桜
池

院
の
絹
本
着
色
薬
師
十
二
神
将
図
（
写
真
2
）
と
形
像
及
び
持

物
が
全
く
等
し
い
十
二
神
将
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
早
く

か
ら
注
目
さ
れ
、
両
者
の
つ
な
が
り
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。

3.「覚禅抄」

ま
た
、
「
覚
禅
抄
」
に
所
載
さ
れ
て
い
る
十
二
神
将
像
（
写
真

3
）
と
も
同

一
で
、

儀
軌
と
の
結
び
つ
き
が
不
明
瞭
で
あ

り
、
様
々
な
形
像
を
示
す
十
二
神
将
の
中
で
は
、
注
目
す
ベ

き
存
在
で
あ
る
と
言
え
る
。

乙
の
小
論
で
は
、
全
体
を
三
節
に
分
け
、
第
一
節
で
、
十

二
神
将
の
像
法
を
説
く
経
軌
、

十
二
支
と
の
結
び
つ
き
な

四
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ど
、
薬
師
十
二
神
将
一
般
に
つ
い
て
述
べ
る
、
第
二
節
で
は
、

ば
れ
る
一
群
の
作
例
が
あ
る
が
、
乙
の
世
流
布
像
の
性
格
を
考
え
る
。
第
三
節
は
、
桜
池
院
本
と
の
比
較
を
通
し
て
玄
証
本
十
二
神
将
図

薬
師
十
二
神
将
像
の
中
で
、

玄
証
本
を
は
じ
め
と
し
て
世
流
布
像
と
昭

の
作
品
解
説
に
あ
て
た
い
と
思
う
。

薬
師
十
二
神
将
像
が
薬
師
如
来
と
共
に
造
顕
さ
れ
る
の
は
、

「
薬
師
経
」
に
説
く
と
乙
ろ
に
よ
る
も
の
で
、
す
な
わ
ち
、
釈
尊
が
薬
師

如
来
の
本
願
功
徳
に
つ
い
て
説
か
れ
た
時
、
会
坐
に
十
二
薬
叉
大
将
が
い
て
、
釈
尊
の
話
に
多
い
に
心
を
動
か
し
、
今
後
薬
師
本
願
功
徳

経
の
流
布
す
る
と
こ
ろ
、
薬
師
瑠
璃
光
如
来
の
名
号
を
恭
敬
供
養
す
る
者
が
あ
れ
ば
、
わ
れ
ら
と
の
人
々
を
衛
護
し
、

一
切
苦
難
ぞ
解
脱
せ

し
め
、
諸
願
を
満
足
せ
し
む
こ
と
を
釈
尊
に
寄
っ
た
と
説
く
乙
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
薬
師
十
二
神
将
像
を
造
顕
す
る
際
に
必

｛注
1〉

要
な
十
二
神
将
の
像
法
に
つ
い
て
は
、
「
薬
師
経
」
の
前
後
五
訳
い
ず
れ
に
も
記
載
が
な
く
、
一
行
撰
「
薬
師
瑠
璃
先
如
来
消
災
除
難
念

講
儀
一
均
金
剛
智
訳
「
薬
師
如
来
観
行
儀
札
皆
、
不
空
訳
「
薬
師
如
来
念
諦
儀
一
瞥
に
も
全
く
記
述
を
欠
い
て
い
る
。
元
の
沙
曜
巴
訳

（注
5
｝

（

注

6
）

「
薬
師
瑠
璃
光
王
七
仏
本
願
功
徳
経
念
諦
儀
軌
」
二
巻
に
な
っ
て
初
め
て
、
そ
の
持
物
と
身
色
ぞ
説
く
の
で
あ
る
。
沙
螺
巴
は
、
元
の
開

慶
元
年
（
一
二
五
九
）
か
ら
延
祐
元
年
（
｝
三
一
四
）
の
人
で
、
わ
が
国
で
は
鎌
倉
時
代
末
葉
に
あ
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
乙
れ
以
前
に

訳
経
が
請
来
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
奈
良
時
代
か
ら
少
く
と
も
一
三

O
O年
頃
ま
で
の
閥
、
わ
が
国
で
造
顕
さ
れ
た
十
二
神
将
像

は
、
「
薬
師
瑠
璃
光
王
七
仏
本
願
功
徳
経
念
調
儀
軌
」
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
最
初
に
十
二
神
将
の
像
法
を
説
く
経
軌
は
、
沙
幌
巴
の
訳
経
よ
り
は
る
か
に
早
く
作
ら
れ
た
「
浄
瑠
璃
浄
土
慢
で



あ
る
。
（
以
下
「
浄
土
標
」
と
略
記
す
る
）
長
治
二
年
（
一
一

O
五
）
書
写
の
奥
書
を
も
っ
東
寺
宝
菩
提
院
本
の
端
題
下
に
、
元
叡
山
本
と
み

「
阿
裟
一
齢
的
〕
に
「
浄
瑠
璃
浄
土
標
。
是
伝
教
御
作
欺
。
若
御
将
来
敗
。
嘉
書
也
。

え
る
ζ

と
と
、

山
本
御
経
蔵
有
レ
之
。

快
覚
持
本
題

下
云
＝
叡
山
本
一
。
云
々
此
中
明
＝
薬
師
憂
奈
羅
井
十
二
神
将
形
像
一
。
」
と
み
え
る
乙
と
か
ら
、
「
浄
土
標
」
は
、
台
密
所
依
の
も
の
で
、
し

（注
9
V

か
も
わ
が
国
で
平
安
時
代
中
期
以
前
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
乙
の
「
浄
土
標
」
は
、
写
本
の
年
代
か
ら
考
え
て
も

明
か
に
沙
喉
巴
訳
経
よ
り
早
く
作
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
十
二
神
将
に
つ
い
て
も
全
く
異
っ
た
形
像
表
現
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
本
間

（
注
叩
）

の
つ
な
が
り
は
考
え
に
く
い
。
特
に
「
浄
土
標
」
で
は
、
十
二
神
将
と
十
二
支
を
関
連
づ
け
て
記
述
す
る
に
対
し
、
沙
耀
巴
の
訳
経
に
は

そ
れ
が
み
ら
れ
な
い
。

「
浄
土
標
」
以
外
に
十
二
神
将
の
像
法
を
説
く
経
軌
は
み
あ
た
ら
な
い
が
、
同
じ
く
念
怒
形
の
群
像
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
般
若
十
六

善
神
が
、
十
二
神
将
の
形
像
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
古
来
、
薬
師
十
二
神
将
に
ひ
と
し
き
薬
叉
神
に
四
天
王
を
加

〔
注
目
）

え
た
も
の
が
十
六
善
神
と
言
わ
れ
て
い
る
。
「
覚
禅
抄
」
の
薬
師
の
項
に
は
、
十
二
神
将
の
名
号
を
記
し
、
そ
の
後
に
「
己
上
名
号
。
本
願

〔
注
回
｝

経
説
也
。
注
集
経
十
六
善
神
之
中
神
名
井
大
呪
句
義
付
文
」
と
追
記
し
、
十
二
神
将
の
名
号
を
「
陀
羅
尼
集
経
」
に
記
す
十
六
善
神
の
名

（注
β
｝

号
と
呪
句
で
注
を
加
え
て
い
る
。
十
六
善
神
の
形
像
に
つ
い
て
は
、
金
剛
智
訳
「
般
若
十
六
善
神
王
形
館
」
に
記
さ
れ
て
お
り
、
乙
れ
が

（注

M）

十
二
神
将
の
形
像
を
考
え
る
上
で
役
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
十
六
善
神
中
に
は
、
困
層
同
像
が
含
ま
れ
る
こ
と
や
、
乙
の
儀
軌
自
体
が

（
注
目
）

金
剛
智
に
名
を
借
り
た
後
人
の
偽
撰
で
あ
る
乙
と
が
考
え
ら
れ
、

十
二
神
将
の
像
法
を
考
え
る
上
で
十
六
善
神
も
外
さ
ざ
る
得
な
い
。

こ
の
よ
う
な
理
由
で
、

薬
師
十
二
神
将
の
像
法
を
説
く
経
軌
は
、

上
代
に
お
い
て
は

「
浄
土
標
」

を
除
い
て
存
在
し
な
い
と
と
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
新
薬
師
寺
の
十
二
神
将
像
を
は
じ
め
、
奈
良
時
代
に
造
顕
さ
れ
た
十
二
神
将
像
は
、
経
軌
に
よ
る
乙
と
な
く
自
由
な

玄
朝
起
本
薬
師
十
二
神
騰
図
小
考

四
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創
意
の
も
と
に
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

乙
の
傾
向
は
平
安
時
代
に
入
つ
で
も
続
い
た
と
思
わ
れ
、
十
二
神
将
像
の
遺
例

〔
注
珂
｝

が
一
定
の
形
像
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
が
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
ま
た
、

「
浄
土
標
」
を
典
拠
に
制
作
お
れ
た
と
思
わ
れ
る
十
二
神
将

像
も
な
い
と
と
は
、

「
浄
土
標
」
の
在
り
方
に
も
問
題
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

乙
の
中
に
あ
っ
て
、
同
一
形
態
を
と
る
十
二
神
将
像
の
作
例
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
「
覚
禅
抄
」
で
は
、
世
流
布
像
と
特
に
注
記
し
て
い

る
。
玄
証
本
薬
師
十
二
神
将
図
も
乙
れ
に
含
ま
れ
る
が
、

乙
れ
に
つ
い
て
は
第
二
節
で
論
じ
る
と
し
て
、
次
に
薬
師
十
二
神
将
と
十
二
支

と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

薬
師
如
来
の
経
軌
類
に
は
、
十
二
神
将
と
十
二
支
と
を
結
び
つ
け
て
説
く
も
の
は
一
つ
の
例
を
除
い
て
み
あ
た
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

「
浄
土
標
」
だ
け
が
十
二
支
に
駕
せ
る
十
二
神
将
を
説
い
て
お
り
、
十
二
神
将
と
十
二
支
と
の
何
ら
か
の
関
係
が
、
か
な
り
古
く
か
ら
あ

っ
た
ζ

と
を
思
わ
せ
る
。
両
者
の
繋
が
り
に
つ
い
て
は
、
内
藤
藤
一
郎
氏
の
詳
し
い
研
究
が
あ
る
た
め
、
以
下
そ
の
結
論
部
を
紹
介
す
る

（注

gv

に
と
ど
め
る
。

｛注

mv

「
覚
禅
抄
、
阿
裟
縛
抄
に
は
、
大
方
等
大
集
経
に
鼠
・
牛
・
師
子
・
兎
・
竜
、
勉
、
馬
、
羊
・
猿
・
鶏
・
犬
・
猪
の
十
二
獣
が
、
閤
浮

提
即
ち
と
の
世
界
の
四
方
海
中
の
瑠
璃
・
頗
梨
・
白
銀
・
黄
金
山
の
四
山
に
各
三
獣
が
住
し
、
昼
夜
十
二
時
、
十
二
日
、
十
二
月
を
司
る

と
説
か
れ
て
い
る
経
説
を
引
用
し
、
薬
師
十
二
神
将
を
以
て
十
二
支
に
配
す
る
こ
と
の
本
拠
が
乙
の
経
説
に
基
づ
け
る
も
の
な
る
ζ

と
を

明
し
て
い
る
。
も
と
も
と
、
薬
師
如
来
本
願
功
徳
経
に
説
か
れ
て
い
る
薬
師
十
二
神
将
が
、
大
方
等
大
集
経
所
説
の
十
二
獣
に
直
接
関
係

す
る
と
こ
ろ
の
な
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
両
経
を
併
せ
読
む
時
、
自
ら
分
明
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
伝
教
大
師
直
撰
と
伝
え
ら
れ
て
い

（
注
目
）

る
薬
師
如
来
講
式
に
も
み
る
如
く
、
薬
師
十
二
神
将
も
ま
た
昼
夜
十
二
時
、
十
二
の
目
、
十
二
の
月
を
交
互
に
司
り
、
闇
浮
提
洲
の
一
切
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六

衆
生
を
守
護
す
と
い
う
信
何
が
大
集
経
の
経
説
に
結
ぼ
れ
て
、
寛
に
薬
師
十
二
神
将
を
十
二
支
に
配
す
る
と
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ

っ。

一
面
で
は
、
唐
代
に
行
わ
れ
た
十
二
支
神
像
の
影
響
も
加
っ
て
い
る
乙
と
と
思
わ
れ
る
よ

以
上
の
よ
う
に
、
十
二
神
将
と
十
二
支
と
の
結
び
つ
き
に
は
、
複
雑
な
要
素
が
か
ら
ん
で
い
る
乙
と
を
識
る
。
そ
の
た
め
、
十
二
神
将

像
の
造
顕
に
お
い
て
も
、
乙
れ
ち
の
事
情
が
作
用
し
た
と
思
え
、
そ
れ
を
裏
書
す
る
よ
う
な
事
例
も
遺
っ
て
い
る
。
醍
醐
寺
本
の
白
描
十

二
神
将
除
問
は
、
十
二
支
に
騎
乗
せ
る
も
の
（
写
真
4
）
（
「
浄
土
標
」
と
は
持
物
が
異
る
）
、

十
二
支
獣
面
人
身
の
も
の
〈
十
二
支
神
像
）
、

十

二
支
を
頭
上
に
戴
く
も
の
、
十
二
支
の
標
識
な
き
も
の
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
し
、
「
阿
婆
縛
抄
」
に
も

「
示
云
。
凡
世
間
流
布
形
像
様
E
也
。
或
頭
冠
上
各
戴
＝
嘗
獣
－
或
各
乗
＝
営
獣
一
o

有
二
審
属
一
。

数
獣
－
。
謂
午
神
踏
＝
九
馬
一
。
未
神
踏
－
一
八
子
。
組
レ
訂
向
サ
と
記
し
て
、

獣
頭
人
身
。
寸
執
コ
器
杖
－
。
或
踏
z
時

様
々
な
十
二
神
将
像
が
存
在
し
た
乙
と
を
示
し
、
十
二
支
十

神
将
像
の
成
立
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
。

薬
師
十
二
神
将
の
各
尊
に
、
十
二
支
を
い
か
に
配
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
「
阿
婆
縛
抄
」
が
四
説
を
記
し
て
い
る
し
、
更
に

【
注
辺
｝

「
或
人
云
。
宿
曜
道
以
レ
子
為
レ
始
。
禄
命
以
レ
丑
為
レ
始
。
陰
陽
以
レ
寅
為
レ
始
一
式
々
」

と
も
記
し
て
い
て
一
定
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
、

十
二
神
将
に
配
さ
れ
た
十
二
支
の
種
別
に
よ
っ
て
、

そ
の
尊
名
を
知
る
乙
と
は
難
し

く
、
寺
伝
に
よ
っ
て
し
か
十
二
神
将
の
尊
名
巻
識
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

薬
師
十
二
神
将
の
頭
上
に
、
十
二
支
形
を
顕
わ
す
よ
う
に
な
る
の
が
何
時
頃
で
あ
る
か
は
明
確
で
な
い
が
、
遺
例
か
ら
考
え
て
藤
原
盛

（
注
お
｝

期
以
前
に
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
後
に
な
る
と
、
十
二
支
が
伴
わ
ぬ
作
例
が
希
れ
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ

る。

特
に
わ
が
国
で
は
、

十
二
神
将
と
十
二
支
と
を
結
び
つ
け
た
背
後
に
、

平
安
中
期
以
後
流
行
し
た
宿
曜
道
や
陰
陽
道
の
思
鶴
が
大



い
に
影
響
し
た
と
恩
わ
れ
る
。

前
節
で
述
べ
た
と
と
く
、
わ
が
国
上
代
に
お
け
る
薬
師
十
二
神
将
像
の
造
像
は
、
そ
の
形
像
を
説
く
経
軌
が
、
平
安
時
代
前
期
に
で
き

た
と
思
わ
れ
る
「
浄
土
標
」
だ
け
し
か
な
か
っ
た
と
と
も
あ
り
、
現
存
の
作
例
を
徴
す
る
限
り
で
は
、
十
二
鉢
揃
っ
て
同
形
態
を
と
る
作

例
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。

「
浄
土
標
」
が
著
わ
さ
れ
る
以
前
の
奈
良
時
代
の
作
例
に
つ
い
て
は
ま
だ
し
も
、
平
安
時
代
の
薬
師
十

か
否
か
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
し
、

二
神
将
に
つ
い
て
も
同
一
形
態
を
示
す
作
例
が
み
あ
た
ら
な
い
と
と
は
、
十
二
神
将
の
造
顕
が
、
明
確
な
規
範
を
も
っ
て
造
顕
3
れ
た
の

内注

mv

一
方
で
は
「
浄
土
標
」
の
当
時
に
お
け
る
在
り
方
も
問
題
に
な
ろ
う
。

そ
れ
ら
の
中
で
、
平
安
時
代
末
葉
か
ら
鎌
倉
時
代
初
葉
に
か
け
て
の
作
例
で
あ
る
玄
証
本
白
描
十
二
神
将
図
（
旧
高
山
寺
蔵
）
、
絹
本
着

（
注
笥
｝

色
薬
師
十
二
神
将
図
〈
高
野
山
桜
池
院
蔵
）
、
覚
禅
抄
所
収
十
二
神
将
図
に
同
一
形
態
の
十
二
神
将
像
が
描
か
れ
て
お
り
、
「
覚
禅
抄
」
で
は

特
に
と
の
十
二
神
将
像
を
世
流
布
像
と
注
記
し
て
い
る
。
乙
れ
は
個
々
ま
ち
ま
ち
の
形
を
示
す
十
二
神
将
の
中
で
、
世
流
布
像
と
呼
ぱ

乙
の
世
流
布
像
薬
師
十
二
神
将
像
に
つ
い
て
考
え

れ
る
一
つ
の
薬
師
十
二
神
将
像
の
像
法
が
あ
っ
た
乙
と
を
推
察
さ
せ
る
。
乙
乙
で
は
、

て
み
る
。

高
山
寺
田
蔵
玄
証
本
十
二
神
将
図
に
は
安
底
羅
大
将
の
裏
書
に

「
長
寛
二
歳
五
月
十
八
日

定
智
本
」

と
小
さ
く
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
他
の
一
幅
の
奥
書
に
は
、
図
像
と
紙
質
を
異
に
す
る
紙
を
つ
い
で
、

玄
鐙
本
薬
師
十
二
神
持
図
小
考

四
七



ー「

唐
本
A 

々玄
以謹
帥本
都薬
維師
師士
長定面
覚智弁守
房図
摸小
畢考
A 

々
以
上

四
/¥ 

月
上
院
本
也

玄
証
花
押
」

と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
乙
の
二
つ
の
墨
書
か
ら
、

乙
の
図
が
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
に
帥
都
維
師
定
智
が
唐
本
を
摸
し
、

そ
れ
を
玄
証

が
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
節
で
ま
た
ふ
れ
る
が
、
私
は
こ
の
十
二
神
将
図
は
、
玄
証
の
祭

写
本
で
は
な
く
所
持
本
と
考
え
る
。
乙
の
玄
証
本
の
十
二
神
将
が
、
高
野
山
桜
池
院
蔵
薬
師
十
二
神
将
図
の
十
二
神
将
と
、
像
容
及
び
持

｛
注
目
却
）

物
が
全
く
一
致
す
る
乙
と
は
早
く
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
両
本
の
直
接
の
関
係
に
つ
い
て
は
未
だ
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、
玄
証

は
高
野
山
月
上
院
の
阿
闇
梨
で
あ
る
た
め
、
両
本
と
も
同
じ
高
野
山
で
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
し
、

い
ず
れ
も
十
二
世
紀
後
半
の
作

風
を
示
す
な
ど
、
両
本
の
聞
に
何
ら
か
の
繋
が
り
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

乙
の
問
題
は
次
節
で
詳
述
す
る
と
し
て
、

こ
こ
で
は
ム
寸

一
つ
の
同
形
態
を
示
す
「
覚
禅
抄
」
の
十
二
神
将
に
つ
い
て
述
べ
る
。

「
覚
禅
抄
」
巻
三
、
薬
師
法
に
収
載
さ
れ
て
い
る
十
二
神
将
図
（
大
正
図
4
・
図
像
番
号
m
J
M
U
）
は
、

「
覚
禅
抄
」
が
別
尊
図
像
収
集
書

で
あ
る
こ
と
も
係
わ
り
、
十
二
神
将
の
図
像
上
の
特
徴
だ
け
を
捉
え
て
簡
明
に
描
い
た
心
お
ぼ
え
程
度
の
図
で
あ
り
、
前
二
本
と
比
較
す

｛

注

gv

れ
ば
、
画
技
に
し
て
や
や
劣
る
と
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
薬
師
法
の
奥
書
に
、

「
文
治
五
年
春
比
撰
集
之

と
あ
る
ょ
っ
t乙

前
二仏
本子
と覚
ほ禅
ぼ
回生
息十年
時七
期」
か

や
や
遅
い
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
に
撰
集
さ
れ
て
い
る
た
め
、
資
料
と
し
は
で
充
分
の



価
値
を
持
ち
得
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
乙
の
十
二
神
将
図
に

「
世
流
布
像

円
心
様
未
見
本
文

井
天
本
珍
海
寓
之

以
件
本
闘
之
云
々
」

と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

乙
の
図
は
円
心
様
に
よ
る
図
像
で
あ
る
が
、
像
法
を
説
く
経
軌
は
未
だ
不
明
で
あ
る
と
記
す
。
世
流

布
像
と
は
、
文
字
通
り
に
解
釈
す
れ
ば
、
世
間
で
一
般
に
よ
く
作
ら
れ
て
い
る
十
二
神
将
の
像
と
で
も
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
造
像
上

の
典
拠
と
な
る
像
法
を
説
く
経
軌
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
流
布
像
と
し
て
乙
の
十
二
神
将
の
形
像
が
普
及
し
て
い
た
乙
と
は
、
多

少
不
思
議
で
も
あ
る
が
、
当
時
に
お
け
る
密
教
図
像
と
経
軌
の
関
係
、

そ
の
伝
播
の
仕
方
を
示
す
一
例
で
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
注
記

は
更
に
、

「
覚
禅
抄
」
所
載
の
十
二
神
将
図
は
、
珍
海
が
弁
天
本
を
転
写
し
た
も
の
に
よ
っ
て
図
し
た
乙
と
を
続
け
て
記
し
て
い
る
。

円
心
は
、
円
深
、
円
信
と
も
記
す
が
、
そ
の
来
歴
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
十
一
世
紀
中
頃
に
活
躍
し
た
画
師
と
思
わ
れ
議
｝

円
心
筆
と
伝
え
ら
れ
る
不
動
明
王
国
が
醍
醐
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
し
、

匂
｝
優
れ
た
画
技
を
持
っ
た
画
師
で
あ
っ
た
乙
と
が
推
測
さ
れ
る
。

一方、
「
別
尊
雑
記
」
に
も
円
心
の
名
を
記
す
数
点
の
図
像
が
収
め
ら

｛
注
却
｝

「
本
朝
壷
史
」

l乙

「
金
岡
一
隻
名
誉
云
云
」

と
記
す
乙
と

は
、
巨
勢
金
岡
と
並
び
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
画
師
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
円
心
が
金
岡
よ
り
後
の
時
代
の
人
で
あ
る
し
、
来
歴

も
詳
か
で
な
い
点
か
ら
、
逆
に
金
岡
同
様
、
上
代
絵
画
史
に
お
け
る
伝
説
的
側
面
の
強
い
画
師
の
一
人
で
あ
っ
た
乙
と
も
考
え
ら
れ
、
円

心
様
を
直
ち
に
円
心
に
帰
す
乙
と
は
多
少
危
険
に
思
わ
れ
る
。
円
心
様
の
「
様
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
色
々
考
え
ら
れ
る
が
、

乙
ζ

で
は

紙
形
の
意
味
に
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

円

注

包

》

（

注

鐙

｝

珍
海
に
つ
い
て
は
、
平
子
鐸
嶺
氏
と
小
野
玄
妙
氏
の
詳
し
い
研
究
で
、
彼
の
経
歴
と
作
品
は
か
な
り
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
珍
海
（
一

玄
讃
本
薬
師
十
ニ
紳
締
図
小
考

四
九



玄
証
本
薬
師
十
二
神
格
園
小
考

五
0 

O
九一

t
一
一
五
二
）
は
、
東
大
寺
の
巴
講
で
、
特
に
画
技
と
図
像
に
優
れ
、
円
心
よ
り
少
し
く
遅
れ
て
十
二
世
紀
前
半
に
活
躍
し
、
天

（注

g
v

下
第
一
の
画
師
と
云
わ
れ
た
ほ
ど
の
人
で
あ
る
。
乙
の
珍
海
が
十
二
神
将
を
転
写
し
た
原
本
で
あ
る
井
天
本
が
、

ど
の
よ
う
な
性
格
の

図
像
本
で
あ
っ
た
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

た
ぶ
ん
密
教
特
有
の
略
称
を
用
い
、

（注目
mM

ぅ
。
乙
の
世
流
布
像
十
二
神
将
図
に
は
、
以
下
の
裏
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。

原
本
の
名
称
を
隠
蔽
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

「
面
十
二
神
将
形
者
。
雄
違
持
物
本
説
。
相
叶
形
像
故
図
之

書
本
記
一
冨
。
斯
図
者
。
良
因
寺
別
当
宣
誉
公
。
於
山
階
寺
天
井
上
附
見
之
。
依
好
此
業
更
被
伝
授
。
雌
不
知
誰
筆
。
甚
以
獲
麟
也
。
伯

不
勝
感
悦
。
速
加
修
補
為
後
代
規
模
而
己

永
保
二
年
版
八
月
十
三
日
記
」

ζ

の
裏
書
の
内
容
は
、
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
実
は
と
の
裏
書
は
、
世
流
布
像
十
二
神
将
図
（
大
正
図
4
・
図
像
番
号
却
J
n
）
に

付
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
獣
面
人
身
十
二
支
神
像
（
大
正
図
4
・
図
像
番
号
9
J
M
）
に
付
さ
れ
る
べ
き
裏
書
で
あ
る
（
写
真
5
）。

そ
れ
は
、

世
流
布
像
云
々
の
注
記
の
中
で
、
「
未
見
本
文
」
と
記
し
て
、
本
文
が
見
当
ら
ぬ
乙
と
を
述
べ
な
が
ら
、
裏
書
四
七
の
中
で
は
、
「
雄
違
持

物
本
説
。
栢
叶
形
像
故
図
之
」
と
記
し
、
本
文
が
あ
る
よ
う
な
矛
盾
し
た
記
述
を
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
裏
書
四
七
で
述
べ
る
本
説
と

は

「
覚
禅
抄
」
巻
三
の
薬
師
法
の
本
文
に
記
さ
れ
て
い
る
「
妙
見
神
呪
経
」
、
「
北
辰
別
行
法
」
に
説
く
十
二
神
将
の
形
像
そ
述
べ
た
記

述
の
乙
と
で
あ
っ
て
、
乙
れ
も
図
像
番
号
9
J
m
図
と
較
べ
る
と
、
裏
書
四
七
で
い
う
よ
う
に
、
持
物
は
違
っ
て
い
る
が
、
形
像
は
全
く

同
じ
乙
之
わ
が
か
る
。
よ
っ
て
、
乙
の
裏
書
四
七
は
世
流
布
像
十
二
神
将
図
の
裏
書
で
は
な
く
、
獣
面
人
身
十
二
支
神
像
の
裏
書
と
し
て

付
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
、
大
正
図
像
の
誤
植
で
あ
る
。



、d
~ 

、

S
，
各
家
多

ζ

乙
で
、
三
本
の
十
二
神
将
図
を
通
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
玄
証
本
、
桜
池
院
本
、
覚
禅
抄
本
薬
師
十
二
神
将
図
に
は
、
い
ず
れ
も
全

く
同
一
形
態
を
示
す
十
二
神
将
が
描
か
れ
て
お
り
、
ζ

の
形
を
と
る
十
二
神
将
像
を
世
流
布
像
と
呼
ん
で
い
る
。

ζ

の
世
流
布
像
十
二
神

将
像
は
、

「
未
見
本
文
」

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

そ
の
像
法
を
説
く
経
軌
を
持
た
な
い
。

事
実
、

「
浄
土
標
」

、
元
沙
曜
巴
訳
「
薬

師
瑠
璃
光
王
七
仏
本
願
功
徳
経
念
調
儀
軌
供
養
法
」
、
「
妙
見
神
岡
山
経
」
等
に
説
く
十
二
神
将
像
と
は
異
っ
た
形
像
を
示
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
乙
の
十
二
神
将
の
形
は
、
経
軌
を
伴
わ
ず
図
像
だ
け
に
よ
っ
て
世
に
流
布
し
て
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
乙
で
三
本
の
十
二
神
将

玄
証
本
薬
師
十
二
神
持
図
小
考

五



玄
証
本
薬
師
十
二
神
将
図
小
考

五

図
の
図
像
上
の
系
譜
を
み
る
と
玄
証
本
は
、
定
智
が
唐
本
を
摸
し
た
も
の
で
あ
り
、
桜
池
院
本
は
恵
心
僧
都
作
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
の
あ

そ
れ
を
珍
海
が
模
し

た
も
の
の
転
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

ま
り
根
拠
は
な
い
。
覚
禅
抄
本
は
、
注
記
ど
う
り
に
解
釈
す
れ
ば
円
心
様
十
二
神
将
図
が
井
天
本
と
し
て
存
在
し
、

こ
の
三
本
の
横
の
つ
な
が
り
を
一
示
す
確

乙
れ
ら
を
図
に
示
せ
ば
左
の
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、

も
思
え
な
い
。
し
か
し
、
現
段
階
で
は
強
引
な
推
論
を

（注

g）

す
る
よ
り
も
、
土
宜
成
雄
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
同
一
原
本
或
は
閥
系
の
原
本
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
た
図
像
と
い
う
解
釈
が
妥
当

唐

本

円
Jし、
様

井
天
本

↓ 
珍↓
海定
本智

↓本
｜｜ 

つil同区
禅

抄
目iE

l本｜｜本｜｜本』

池

院

か
な
資
料
は
見
当
ら
な
い
。
桜
池
院
本
に
つ
い
て
は
全

(1164) 

く
記
録
が
な
い
た
め
に
別
に
す
れ
ば
、
玄
証
本
と
覚
禅

（
注
お
）

抄
本
と
の
聞
に
は
、
定
智
と
珍
海
と
の
接
触
、
玄
証
と

〈
注
お
）

覚
禅
と
の
つ
な
が
り
等
が
考
え
ら
れ
、
全
く
無
関
係
と

1189 

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
原
本
は
、
玄
証
本
に
記
す
と
と
く
唐
本
系
の
図
像
で
あ
ろ
う
が
、
時
代
的
に
考
え
れ
ば
宋
本
で
あ
る
可
能
性

が
強
い
。

こ
の
よ
う
に
世
流
布
像
薬
師
十
二
神
将
図
は
、
唐
本
系
の
図
像
を
も
と
に
、
阿
闇
梨
や
画
僧
達
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
方
向
に
伝
播
さ

れ
て
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

鎌
倉
時
代
の
彫
刻
で
は
あ
る
が
、
世
流
布
像
に
よ
っ
て
造
っ
た
と
思
わ
れ
る
十
二
神
将
像
が
あ
る
の
で
追
記
し
て
お
乙
う
。
興
福
寺
東

るs金
。雪堂
前の
三木
本造
の彩
十色
二十
神二
将神
図将
よ像
りが
、そ

約れ
四で

正
治
二
年
（
一
二

O
O）
か
ら
建
永
二
年
（
一
二

O
七
）
に
か
け
て
造
ら
れ
た
と
思
わ
れ

五
O
年
遅
れ
て
作
ら
れ
た
乙
と
に
な
り
、
十
二
鉢
が
全
く
同
形
態
で
は
な
い
が
ほ
ぼ
「
世
流



布
像
」
と
し
て
作
ら
れ
た
と
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
十
二
支
の
配
し
方
が
前
三
本
と
は
異
り
、
「
覚
禅
抄
」
、

「
阿
裟
縛
抄
」
等
に

説
く
一
行
阿
闇
梨
詮
集
と
伝
え
ち
れ
る
配
当
法
を
用
い
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
も
、
世
流
布
像
十
二
神
将
が
造
ら
れ
て
い
た
乙
と

を
示
す
好
例
で
あ
る
。

乙
れ
で
、
世
流
布
像
は
、
四
例
を
数
え
た
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
薬
師
十
二
神
将
の
像
法
を
説
く
経
軌
を
も
う
一
度
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、

そ
れ
は
「
浄
土
標
」
と
元
沙
幡
巴
訳
「
薬
師
瑠
璃

光
王
七
仏
本
願
功
徳
経
念
諦
儀
軌
供
養
法
」
の
二
つ
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
鎌
倉
以
前
に
お
い
て
は
、

「
浄
土
標
」

一
つ
し
か
十

神
将
の
像
法
を
説
く
も
の
は
な
い
。
そ
の
「
浄
土
標
」
が
、
わ
が
国
の
上
代
に
お
け
る
東
密
、
台
密
の
密
教
図
像
集
の
中
で
は
ど
の
よ
う

に
取
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
調
べ
て
み
よ
う
。

｛
注
舗
）

薬
師
十
二
神
将
の
像
法
を
、
「
浄
土
標
」
を
引
い
て
説
く
図
像
集
は
、
静
然
著
「
行
林
抄
」
八
二
巻
（
仁
卒
四
年
・
二
五
四
）
と
、
承
澄

図
像
集
で
あ
る
乙
と
は
、

著
「
阿
裟
縛
抄
」
二
二
八
巻
（
仁
治
三
年
頃
・
一
二
四
二
J
弘
安
五
年
・
一
二
八
二
）
の
二
本
だ
け
で
あ
る
。

円
注
伺
｝

「
浄
土
標
」
が
わ
が
国
の
台
密
で
作
ら
れ
た
と
い
う
伝
請
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
し
、
時
代
が
下
つ
で
も

乙
の
二
本
が
い
ず
れ
も
台
密
系
の

「
浄
土
標
」
を
引
く
図
像
集
は
台
密
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
乙
と
を
示
し
て
い
る
。

円注

4
v

一
方
、
東
密
の
図
像
集
で
十
二
神
将
の
像
法
を
最
初
に
記
す
も
の
は
、
興
然
著
「
図
像
抄
」
七
巻
（
十
二
世
紀
末
）
で
あ
る
。
乙
れ
以
前

【

注

位

）

【

注

伺

V

の
図
像
集
で
あ
る
恵
什
著
「
十
巻
抄
」
十
巻
、
心
覚
著
「
別
尊
雑
記
」
五
七
巻
等
に
は
、
十
二
神
将
の
名
称
や
陀
羅
尼
等
だ
け
で
、
像
法

に
つ
い
て
は
何
ら
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

興
然
は
、

十
二
神
将
の
像
法
を
「
妙
見
神
呪
経
」
と
「
北
辰
別
行
法
」

か
ら
引
用
し
て
い
る

カま

乙
れ
は
本
来
妙
見
法
に
用
い
る
十
二
支
神
の
形
像
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
獣
頭
人
身
に
し
て
天
衣
凄
瑠
を
つ
け
盤
石

上
に
坐
す
姿
は
、
十
二
神
将
の
形
と
は
著
し
く
異
っ
て
い
る
。
前
に
、
十
二
神
将
と
十
二
支
と
の
結
び
つ
き
を
ふ
れ
た
折
に
、
十
二
神
将

玄
証
本
薬
師
十
二
紳
終
図
小
考

五



玄
証
本
薬
師
十
二
神
将
図
小
考

五
四

ζ

の
よ
う
な
関
係
か
ら
、
十
二
支
神
を
十
二
神
将
の
像
法
と
し
て
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
の
十
二
支
神
の
図
像
は
、

｛

注

皿

判

】

（

注

担

咽

）

及
び
「
諸
尊
図
像
」
の
妙
見
量
茶
羅
図
の
外
院
に
描
か
れ
て
い
る
し
、
醍
醐
寺
本
十
二
神
将
図
（
写
真
6
）
の
中
の
中
に
も
収
め
ら
れ
て
い

に
十
二
支
を
聞
す
る
に
当
つ
て
は
、
十
二
支
神
信
仰
と
の
結
び
つ
き
が
あ
り
、
十
二
支
神
像
の
影
響
が
加
わ
っ
て
い
る
乙
と
を
述
べ
た
。

「
別
尊
雑
費

る
。
乙
の
醍
醐
寺
本
に
は
、

「
嘉
禄
三
年
三
月
廿
二
日
於
醍
醐
寺

蓮
善
院
移
了

実
深
本

馬
本
云

治
承
四
年
三
月
十
日
於
金
剛
峯
寺
往
生
院

移
了
」

と
い
う
奥
書
が
あ
る
と
と
ろ
か
ら
、

治
承
四
年
（
一
一
八

O
）、

【
注
岬
む

高
野
山
往
生
院
に
は
す
で
に
と
の
図
像
が
あ
っ
た
乙
と
が
わ
か
る
。

乙
の
巻
子
本
の
題
名
か
ら
考
え
る
と
、
十
二
支
神
は
明
ら
か
に
十
二
神
将
像
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
興
然
の
「
図
像
抄
」
と
ほ
ぼ
同
時

期
に
図
像
も
存
在
し
た
乙
と
に
な
る
。

次
に
十
二
神
将
の
像
法
を
記
載
す
る
も
の
は
、
「
覚
禅
抄
」
巻
三
の
薬
師
法
（
文
治
五
年
・
二
八
九
）
の
項
で
あ
る
。
乙
乙
で
は
「
妙
見

神
呪
経
」
に
よ
る
十
二
支
神
像
の
像
法
を
記
し
、
併
せ
て
図
像
を
も
掲
載
し
て
い
る
が
、
十
二
支
神
の
持
物
は
本
文
の
記
述
と
全
く
異
っ

て
い
る
。
ま
た
汁
覚
禅
抄
」
に
は
、
世
流
布
像
と
注
記
し
た
も
う
一
組
の
十
二
神
将
図
を
掲
載
し
て
い
る
と
と
は
す
で
に
ふ
れ
た
。
乙
の
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玄
証
本
薬
師
十
二
紳
将
図
小
考

五
六

像
は
、
所
依
経
軌
は
不
明
で
あ
る
が
、
十
二
支
神
像
と
は
異
な
り
明
ら
か
に
薬
叉
神
的
特
徴
を
も
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。

（
注
特
V

図
像
を
欠
く
別
尊
図
像
集
で
あ
る
が
澄
固
の
「
白
賓
抄
」
と
亮
樽
の
「
自
費
口

紗s
」翌そ
との
が後
著
わ
さ
れ
た。

十
三
世
紀
初
か
ら
十
四
世
紀
に
か
け
て
、

乙
れ
に
は
ま
だ
十
二
支
神
の
像
法
も
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
十
二
神
将
像
の
像
法
が
初
め
て
記
さ
れ
て
く
る
。

い
ず
れ
も
典
拠
と
な
る
経
軌
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
際
の
造
像
例
か
ら
の
記
述
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
特
に
「
由
貿
口
妙
」
で

説
く
十
二
神
将
像
の
一
つ
に
は
「
世
流
布
像
様
」

b
書
か
れ
、
世
流
布
像
十
二
神
将
像
の
像
法
を
細
か
く
記
述
し
い
る
の
は
、
決
し
て
新

し
く
十
二
神
将
の
像
法
を
記
す
経
軌
が
作
ら
れ
た
と
か
、
訳
さ
れ
た
と
か
し
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
。
確
か
に
一
面
で
は
、
す
で
に
鎌
倉

時
代
の
中
頃
で
あ
る
た
め
、
異
宗
派
や
血
脈
に
と
ら
わ
れ
ぬ
経
軌
の
流
通
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、

そ
れ
に
し
て
は
両
抄
の
記
述
は
、

像
法
の
典
拠
な
ど
一
切
記
し
て
い
ず
、
腰
昧
な
点
多
が
い
。

こ
れ
ら
を
通
観
し
て
み
る
と
、
東
密
に
お
け
る
薬
師
十
二
神
将
の
像
法
は
、

「
覚
禅
抄
」
以
前
で
は
「
妙
見
神
呪
経
」
に
説
く
十
二
支

神
像
の
像
法
で
ζ

れ
を
代
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
以
後
は
図
像
（
請
来
本
か
意
楽
像
か
）
が
先
ず
存
在
し
て
い
て
、
あ
る
時
期

に
そ
の
図
像
を
も
と
に
し
て
新
し
い
十
二
神
将
の
像
法
が
成
立
し
、
図
像
と
と
も
に
受
継
が
れ
流
布
し
て
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
世
流
布

像
薬
師
十
二
神
将
像
は
、
ま
さ
し
く
以
上
の
よ
う
な
過
程
に
生
れ
た
十
二
神
将
像
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
台
密
に
お
い
て
作
ら
れ
、
受

継
が
れ
て
行
っ
た
「
浄
土
標
」
に
は
あ
く
ま
で
依
ら
ず
、
東
密
の
中
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
十
二
神
将
像
が
、
世
流
布
像
と
呼
ば
れ
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
。

像
法
が
定
ま
ら
な
い
薬
師
十
二
神
将
像
の
中
で
、

共
通
の
形
態
を
と
る
一
群
の
十
二
神
将
像
が
以
上
の
よ
う
な
形
で
存
在
し
た
こ
と

は
、
当
時
の
密
教
図
像
の
成
立
及
び
伝
播
を
考
え
る
上
で
、

一
つ
の
注
目
す
べ
き
例
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



玄
証
阿
闇
梨
に
つ
い
て
は
、
玄
証
本
と
呼
ば
れ
る
多
く
の
密
教
図
像
及
び
儀
軌
類
が
遺
っ
て
い
る
た
め
に
、
早
く
か
ら
図
像
研
究
家
と

し
て
、
或
は
密
教
図
像
の
能
画
者
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
研
究
論
文
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
中
で
最
も
ま
と
ま
っ
て
い
る
も
の

【注

mv

は
、
一
戸
部
隆
吉
氏
の
「
玄
証
阿
闇
梨
と
其
の
図
像
」
及
び
「
再
ぴ
玄
証
阿
闇
梨
に
就
て
」
と
、
土
宜
成
雄
氏
著
「
玄
証
阿
闇
梨
の
研
匹

と
で
あ
る
。

乙
れ
ら
は
い
ず
れ
も
儀
軌
類
を
中
心
に
し
た
論
文
で
あ
る
が
、

特
に
土
宜
氏
の
研
究
は
、

玄
証
の
伝
歴
法
脈
、

書
写
本
等

が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
、

玄
証
研
究
に
は
欠
か
せ
な
い
。

そ
の
他
断
片
的
に
玄
証
に
つ
い
て
ふ
れ
る
も
の
は
多
い
が
、

い
ず
れ
も
両
書
を

出
る
も
の
で
は
な
い
。
玄
証
本
に
つ
い
て
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
も
の
に
、
鎌
倉
芳
太
郎
氏
の
「
玄
証
阿
闇
梨
筆
唐
本
北
斗
憂
恭
一
轡

｛

陀

臼

）

｛

注

目

間

｝

秋
山
光
夫
民
の
「
玄
証
本
高
僧
図
像
」
、
森
暢
氏
の
「
証
印
本
廿
八
宿
図
に
就
て
」
、
松
下
隆
章
氏
の
「
玄
証
本
の
一
作
例
l
阿
弥
陀
鈎

（
注
弱
】

召
法
｜
」
な
ど
が
あ
る
が
、
玄
証
本
の
図
像
上
の
特
色
、
画
風
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
わ
ず
か
に
石
田
尚

｛
住
田
｝

豊
氏
の
「
仏
画
稿
本
（
東
博
保
管
）
と
玄
証
本
」
に
お
い
て
、
図
像
、
花
押
、
画
風
に
つ
い
て
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
つ

て
、
今
後
の
玄
証
研
究
の
方
向
も
、
図
像
研
究
家
と
し
て
の
玄
証
と
密
教
図
像
の
能
画
者
と
し
て
の
玄
設
と
の
両
面
か
ら
の
研
究
が
な
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
節
で
は
、
玄
証
本
薬
師
十
二
神
将
図
を
述
べ
る
に
先
だ
ち
、
前
述
の
諸
研
究
を
も
と
に
玄
証
の
来
歴
を

簡
単
に
ふ
れ
る
。

閑
観
房
玄
証
は
、
久
安
二
年
（
一
一
八
四
）
に
生
れ
た
が
、
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
高
野
山
月
上
院
に
お
い
て
証
印
阿
闇
梨
に
授
法

す
る
こ
十
七
才
の
時
ま
で
、
そ
の
事
歴
は
明
ら
か
で
な
い
。
証
印
阿
闇
梨
（
一
一

O
六
l
一
一
八
六
）
は
、
覚
鍍
上
人
（
一

O
九
五

l
一

玄
証
本
薬
師
十
二
神
将
図
小
考

五
七



玄
証
本
薬
師
十
二
神
将
図
小
考

五
八

一
四
一
二
）
付
法
の
弟
子
で
あ
る
た
め
、
玄
証
も
東
密
広
沢
万
伝
法
院
流
の
法
脈
を
相
承
し
て
い
る
。
証
印
に
授
法
し
た
後
の
玄
証
の
生
涯

は
、
彼
が
遺
し
た
多
く
の
書
写
本
の
奥
書
か
ら
四
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
期
は
、
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
か
ら
治

承
一
万
年
（
一
一
七
七
）
ま
で
で
、

こ
の
時
期
の
玄
証
は
多
く
の
経
軌
を
授
法
し
書
写
し
て
い
る
。
第
二
期
は
、
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）

か
ら
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
ま
で
の
時
期
で
、

玄
証
が
前
期
に
書
写
し
た
経
軌
を
、

宰
相
阿
閣
梨
本
を
持
っ
て
交
点
し
た
時
代
で
あ

る
。
第
三
期
は
、
治
承
四
年
（
一
一
八

O
）
か
ら
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
ま
で
で
、

乙
の
期
聞
に
書
写
さ
れ
た
経
軌
は
全
く
な
く
、
玄

証
の
行
動
は
不
明
で
あ
る
。
最
後
の
第
四
期
は
、
文
治
二
年
〈
一
一
八
六
）
冬
以
降
で
、

こ
の
時
期
以
降
玄
証
は
、
小
野
方
勧
修
寺
流
の

仁
済
（
J
一三

O
四
）
に
つ
い
て
授
法
し
て
お
り
、
広
沢
万
伝
法
院
流
か
ら
勧
修
寺
流
へ
法
脈
を
移
し
た
と
思
わ
れ
る
。
乙
の
法
脈
上
の

転
機
が
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

玄
証
が
仁
済
に
授
法
し
た
年
は
、

丁
度
師
で
あ
る
証
印
が
没
し
た
年
で
も
あ
っ

て
石
田師
尚証
豊印
氏の
が死

述存,_,. 
"- ( D 

る 脈

主援
止の

古宇
ラ足

長官
押の
の一
変っ
遷会と

えを思
わ
れ
る

こ
の
四
つ
の
時
代
区
分
を
裏
付
け
し
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
広
沢
方

伝
法
院
流
を
学
ぶ
時
期
（
第
一
、
第
二
期
）
と
、
小
野
方
勧
修
寺
流
を
学
ん
だ
時
期
（
第
四
期
）
と
で
は
、
玄
証
は
異
っ
た
花
押
を
用
い
て

い
る
。
石
田
氏
は
「
前
者
の
花
押
は
、
広
沢
方
伝
法
院
の
授
法
に
力
を
致
し
た
三
十
歳
代
の
最
も
精
気
横
溢
し
た
時
代
に
用
い
ら
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
図
像
本
に
記
さ
れ
た
花
押
の
ほ
と
ん
ど
が
前
者
の
花
押
で
あ
る
乙
と
も
、
史
料
蒐
集
に
意
を
注
い
だ
玄
証
の
修
業
時
代
を

物
語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
後
者
の
花
押
は
、
四
十
代
を
越
え
て
別
系
統
の
小
野
勧
修
寺
流
に
踏
切
り
、

そ
の
転
機
を
示
す
意

味
か
ら
造
っ
た
も
の
で
、
そ
の
形
は
前
者
と
全
く
趣
を
異
に
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
第
三
期
に
つ
い
て
は
、
全
く
資
料
を
欠
く
た
め
に
、

乙
の
七
年
間
の
玄
証
の
行
動
は
つ
か
め
な
い
。

，

』

e
’回、

ふ

t
T－

そ
の
前
の
第
二
期
に
、

玄
証
は
宰
相
阿
閤
梨
本
（
或
は
ア
本
、
或
は
礼
本
と
記
す
も



の
も
多
い
）
を
も
っ
て
交
点
を
行
っ
て
お
り
、

を
、
土
乱
時
仕
「
別
尊
雑
記
」
の
撰
者
常
喜
院
心
覚
（
一
一
一
七

l
二

八

O
）
に
推
定
し
て
い
る
。
心
覚
が
当
代
随
一
の
図
像
研
究
家

こ
の
宰
相
阿
閤
梨
が
問
題
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

乙
の
宰
相
阿
闇
梨

で
あ
る
こ
と
、

住
房
の
往
生
院
が
玄
証
の
月
上
院
と
目
と
鼻
の
先
に
あ
っ
た
乙
と
、

往
生
院
に
は
玄
証
の
師
で
あ
る
証
印
、
更
に
は
覚

鍵
も
い
た
乙
と
な
ど
の
理
由
に
よ
る
が
、

最
も
決
定
的
な
理
由
は
心
覚
と
玄
一
証
が
同
じ
訓
点
法
を
用
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

（
注
回
）

ち
、
円
堂
点
と
喜
多
院
点
と
を
併
用
し
て
い
た
僧
は
両
者
の
他
に
は
み
あ
た
ら
ず
、
玄
証
が
交
点
の
た
め
に
経
軌
を
借
り
た
宰
相
阿
閤
梨

す
な
わ

は
、
常
喜
院
心
覚
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
玄
証
が
心
覚
の
経
軌
に
よ
っ
て
交
点
を
行
っ
て
い
た
の
は
、
丁
度
心
覚
の
入
寂

す
る
治
承
四
年
（
一
一
八

O
）
ま
で
で
あ
る
。

円
注
印
｝

っ
て
完
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
乙
の
数
年
の
期
間
と
、
玄
証
の
行
動
不
明
の
七
年
間
と
が
重
な
り
、
二
つ
の
聞
に
は
な
ん
ち
か
の
つ
な

一
方
、
心
覚
は
「
別
尊
雑
記
」
を
存
命
中
に
完
成
で
き
ず
、
彼
の
死
後
弟
子
達
の
力
に
よ

が
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、

「
別
尊
雑
記
」
の
編
纂
に
玄
証
が
携
わ
っ
て
い
た
可
能
性
を
私
は
考
え
る
。

玄
証
は
図
像
に
詳
し
く
、

そ
の
上
画
技
に
も
優
れ
て
い
た
こ
と
、
現
容
す
る
玄
証
本
図
像
が
「
別
尊
雑
記
」
に
な
い
図
像
ば
か
り
で
あ

る
乙
と
、
玄
証
は
伝
法
院
流
、
心
覚
は
往
生
院
流
と
法
脈
は
異
る
が
、
同
じ
訓
点
を
用
い
る
乙
と
か
ら
同
一
学
派
に
属
す
る
と
思
え
る
こ

と
、
心
覚
と
証
印
は
も
と
は
共
に
三
井
の
僧
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

乙
の
問
題
に
つ
い
て
は
他
日
ま
た
詳
し
く
述
べ

る
と
し
て
、

乙
乙
で
は
問
題
提
起
に
と
ど
め
る
。

玄
証
の
没
年
は
明
確
で
は
な
い
が
、
房
一
海
上
人
の
折
紙
に
よ
れ
ば
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
十
月
に
は
す
で
に
入
寂
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。玄

証
の
高
野
山
に
お
け
る
住
房
月
上
院
は
、

覚
鍵
上
人
の
時
代
に
す
で
に
建
立
さ
れ
て
お
り
、

証
印
、
玄
証
の
時
に
最
盛
期
を
迎
え

玄
証
本
薬
師
十
二
神
将
図
小
考

五
九



玄
証
本
薬
師
十
二
神
将
図
小
考

ノ、。

る
。
そ
の
後
は
、

菩
提
心
院
と
改
名
さ
れ
、

ま
た
勧
修
寺
の
別
院
と
な
り
、

次
第
に
荒
廃
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
所
在
地

は
、
今
日
の
不
動
院
附
近
と
思
わ
れ
る
が
、

乙
の
附
近
は
西
谷
と
称
し
高
野
山
に
お
け
る
事
相
研
究
の
中
心
地
で
も
あ
り
、
心
覚
の
住
房

往
生
院
も
乙
の
西
谷
に
害
し
て
い
た
。
月
上
院
に
は
多
く
の
経
軌
や
図
像
が
収
集
さ
れ
て
お
り
、
月
上
院
本
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
が
、

そ
の
主
な
も
の
が
証
印
本
と
玄
証
本
で
あ
る
。
月
上
院
本
が
今
日
高
山
寺
に
蔵
き
れ
て
い
る
の
は
、
月
上
院
が
後
に
は
勧
修
寺
の
別
院
に

な
っ
た
よ
う
に
、
以
前
か
ら
勧
修
寺
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
た
め
、
月
上
院
本
は
高
野
山
か
ら
一
応
勧
修
寺
に
流
移
し
、
そ
れ
が
明
恵
上

人
の
時
か
ら
特
に
空
達
上
人
、
仁
真
上
人
の
時
に
高
山
寺
に
流
入
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

玄
証
本
は
経
軌
類
と
図
像
本
と
に
分
け
ら
れ
、
図
像
本
は
高
山
寺
か
ら
巷
聞
に
流
れ
、
現
在
は
す
べ
て
が
美
術
館
や
個
人
に
蔵
さ
れ
て

い
る
。
経
軌
類
は
幸
に
も
今
日
高
山
寺
に
遺
っ
て
い
る
。
図
像
本
は
現
在
三
十
本
ほ
ど
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
玄
証
自
筆
本
と

所
持
本
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
両
本
の
区
別
は
今
日
で
も
明
確
で
は
な
い
が
、
そ
の
奥
書
か
ら
少
く
と
も
次
の
四
本
は
自
筆
本
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。

量
茶
羅
集
（
五
島
美
術
館
蔵
）

「
承
安
三
年
五
月
十
一
日
書
写
了

玄
証
本
」

十
六
善
神
図
（
夏
尽
国
立
博
物
館
蔵
）

「
治
承
三
年
記
正
月
十
八
日
模
之
了

発
天
火
羅
九
曜
図
（
高
山
寺
蔵
）

「
文
治
五
年
八
月
廿
一
日
以
新
別
所
口
本
写
了

玄
証
」



玄
証
」

先
徳
図
像
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

「
以
勧
修
寺
大
納
言
阿
闇
梨
房
御
本
写
比
校
了
、
玄
証
」

玄
証
本
は
い
ず
れ
も
白
描
で
描
か
れ
、

そ
の
描
法
は
大
き
く
分
け
れ
ば
二
通
り
に
な
る
。
所
持
本
と
自
筆
本
の
区
別
を
し
な
い
ま
ま
、

描
法
に
つ
い
て
語
る
乙
と
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
が
、

一
つ
は
天
部
神
部
と
か
星
供
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
肥
痩
線
を
用
い
手
早
く
描
か

れ
て
い
る
も
の
、

い
ま
一
つ
は
菩
薩
形
な
ど
に
み
え
る
よ
う
に
、
鉄
線
描
で
丹
念
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
前
者

（
住
創
）

玄
証
本
の
中
に
は
十
二
神
将
図
を
は
じ
め
唐
本
に
よ
る
図
像
も
い
く
つ
か
含
ま
れ
、
玄

ま
た
、

が
玄
証
自
筆
本
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

証
の
密
教
図
像
収
集
の
一
つ
の
方
向
を
示
し
て
い
る
。

〔
注
位
）

乙
れ
ら
の
玄
証
本
中
に
含
ま
れ
る
薬
師
十
二
神
将
図
は
、
現
在
「
仏
教
図
像
集
古
」
の
五
本
十
二
神
将
図
の
巻
の
申
に
収
め
ら
れ
て
い

ヲ。。

乙
の
複
製
本
の
巻
末
に
記
さ
れ
た
大
村
西
崖
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、

玄
証
本
十
二
神
将
図
が
高
山
寺
か
ら
益
田
家
に
流
出
し
た
た

め

町
田
久
成
氏
が
か
つ
て
印
刷
し
た
も
の
と
、

美
術
学
校
所
蔵
の
写
本
と
を
も
と
に
、

乙
の
複
製
本
が
作
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い

る
。
町
田
久
成
氏
の
印
刷
本
と
は
、
玄
証
本
図
像
が
ま
だ
高
山
寺
に
あ
っ
た
頃
作
ら
れ
た
原
寸
大
の
石
刷
眠
を
さ
す
と
と
思
わ
れ
る
。
石

刷
版
は
十
枚
し
か
な
く
二
枚
を
欠
く
と
ζ

ろ
か
ら
、
美
術
学
校
所
蔵
の
写
本
で
乙
れ
を
補
っ
て
「
仏
教
図
像
集
古
」
に
収
め
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
美
術
学
校
の
写
本
か
ら
写
さ
れ
た
図
が
そ
の
中
の
ど
れ
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
十
二
鉢
の
う
ち
で
は
安
底
羅
大
将
と
珊
底
羅

大
将
と
摩
虎
羅
大
将
と
に
他
と
較
べ
異
っ
た
描
線
が
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、

乙
の
中
の
二
鉢
か
も
し
れ
な
い
。
乙
の
「
仏
教
図
像
集
古
」

本
十
二
神
将
図
に
は
、
奥
書
は
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に

玄
証
本
薬
師
十
二
神
将
図
小
考

ム
ノ、



玄
証
本
築
師
十
二
神
将
図
小
考

...,_ 
ノ、

「
長
寛
二
歳
五
月
十
八
日
定
智
本
」

「
唐
本
云
云
以
帥
都
維
師
民
即
時
房
令
模
畢
云
云
己
上

月
上
院
本
也

玄
証
花
押
」

〈
注
目
）

の
二
つ
の
墨
書
が
あ
る
。
土
宜
氏
に
よ
れ
ば
、
「
長
寛
二
歳
云
々
」
の
書
体
と
、

「
唐
本
云
々
」
の
書
体
と
「
玄
証
花
押
」
の
三
記
が
共

に
同
一
筆
者
で
あ
る
と
は
思
い
難
い
と
述
べ
、

更
に
「
長
寛
二
歳
云
々
」
は
安
底
羅
大
将
図
の
裏
書
と
し
て
小
き
く
墨
書
さ
れ
て
い
る
の

l乙、

「
唐
本
云
々
」
は
他
の
一
幅
に
、
図
像
と
紙
質
を
異
に
す
る
紙
を
継
い
で
墨
書
さ
れ
て
い
る
と
記
し
、
玄
証
の
書
体
は
奥
書
よ
り
も

む
し
ろ
表
の
図
像
に
あ
る
色
注
と
類
似
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
他
、
前
に
掲
げ
た
四
つ
の
玄
証
自
筆
本
に
は
い
ず
れ
も
「
模
之
了
」

と
か
「
書
写
了
」
と
か
あ
る
の
に
、
十
二
神
将
図
に
は
「
令
模
畢
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
は
、

玄
証
は
ま
だ
十
八
才
で
、
他
の
多
く
の
図
像
本
が
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
玄
証
二
十
七
才
以
後
に
描
か
れ
て
い
る
の
に
較
べ
て
も
早
き

に
過
ぎ
る
乙
と
か
ら
、

乙
の
十
二
神
将
図
は
玄
証
自
筆
本
で
は
な
く
所
持
本
と
考
え
る
べ
‘
き
で
あ
ろ
う
。
な
ら
ば
、

乙
れ
は
長
寛
二
年
に

定
智
が
描
い
た
図
そ
の
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
何
と
も
い
え
な
い
。

十
二
神
将
図
に
は
簡
単
な
色
注
が
書
込
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
、
各
尊
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
覚
禅
抄
本
と
の
比
較
に
よ
り
写
真
1

の
よ
う
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
安
底
羅
、
珊
底
羅
、
摩
虎
羅
大
将
を
除
け
ば
、
他
の
九
鉢
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
描
法
を
と
り
、
比
較
的

肥
痩
の
少
い
遅
い
筆
で
描
か
れ
て
い
る
。
線
自
体
に
伸
び
が
な
く
多
少
ふ
る
え
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
の
は
、

乙
の
図
が
模
写
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
他
の
三
幹
が
太
め
の
肥
痩
線
で
伸
び
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
筆
者
の
違
い
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
乙
れ



ら
の
十
二
神
将
は
、
顔
の
向
き
に
左
右
の
差
は
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
全
身
像
を
正
面
向
き
で
画
面
い
っ
ぱ
い
に
描
い
て
い
る
。
特
に
装
束

の
模
様
描
写
は
細
密
を
極
め
、
原
本
を
忠
実
に
写
し
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
し
、
ま
た
、
手
、
足
、
胸
な
ど
の
模
様
に
つ
い
て
は
、
左
右
と

も
描
く
乙
と
は
せ
ず
、
片
方
だ
け
に
留
め
て
い
る
点
な
ど
、

乙
の
十
二
神
将
図
が
、
単
な
る
図
像
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
正
式
の
彩
色
さ

れ
た
仏
画
の
粉
本
的
性
格
を
も
っ
て
描
か
れ
た
乙
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
乙
の
十
二
神
将
図
は
、
桜
池
院
蔵
薬

師
十
二
神
将
図
と
の
繋
が
り
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

〈
注
斜
）

桜
池
院
蔵
薬
師
十
二
神
将
図
は
恵
心
筆
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
何
時
頃
か
ら
桜
池
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
絹
本
着
色

で
、
竪
一
六
六
・
O
糎
、
横
一
二

0
・
一
糎
の
大
幅
で
、
画
面
上
部
二
四
糎
、
左
右
各
了
八
糎
、
下
端
二
・
六
糎
が
後
補
で
あ
る
こ
と
を
除

ふ
J
4
4

、

；
l
 
画
面
に
後
補
は
み
ら
れ
ず
極
め
て
保
存
が
良
い
。

薬
師
如
来
及
び
日
光
月
光
両
菩
薩
に
は
鉄
線
を
、

十
二
神
将
に
は
ゆ
る
い
肥

痩
線
を
と
、
描
く
対
象
に
よ
っ
て
描
線
を
使
い
分
け
、
彩
色
も
朱
、
朱
塁
、
黄
土
、
白
土
な
ど
暖
色
系
の
絵
具
を
多
く
使
い
、
特
に
立
体

｛
注
回
目
｝

表
現
に
畳
取
り
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
自
に
つ
く
。
色
調
や
描
法
な
ど
に
古
い
伝
統
的
な
技
法
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
十
二
世
紀
後
半
の

専
門
絵
仏
師
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
仏
画
と
思
わ
れ
る
。
更
に
両
本
を
細
か
く
比
較
検
討
す
れ
ば
、
甲
宵
や
装
束
の
模
様
が
、
玄
証
本

は
実
に
綿
密
に
そ
し
て
多
様
に
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
桜
池
院
は
比
較
的
簡
明
に
描
か
れ
、
部
分
に
よ
っ
て
は
省
略
さ
れ
た
り
別
の

模
様
に
描
き
か
え
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
両
本
の
間
で
、
波
夷
羅
、
摩
虎
羅
、
宮
批
羅
、
枇
掲
羅
大
将
に
つ
い
て
は
、
姿
勢
の
方
向

が
逆
向
に
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
（
写
真
7
）
内
藤
氏
は
、
玄
証
本
が
桜
池
院
本
の
写
し
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
拘
禁
証
本
の
綿
密
な
模
様

が
桜
池
院
本
で
は
簡
明
に
さ
れ
た
り
、
玄
証
本
の
色
注
が
桜
池
院
本
の
彩
色
と
異
っ
て
い
た
り
、
玄
証
本
で
は
十
二
一
幹
の
神
将
像
が
皆
真

正
面
か
ら
全
身
像
を
描
い
て
い
る
の
に
対
し
、
桜
池
院
本
で
は
各
像
が
重
な
り
合
い
あ
る
い
は
姿
勢
も
左
右
逆
に
さ
れ
る
な
ど
、
原
画
と

玄
証
本
薬
師
十
二
神
将
図
小
考

ノ、



玄
証
本
薬
師
十
二
神
将
図
小
考

神師

六
回

コ
ピ

l
の
関
係
を
考
え
れ
ば
玄
証
本
が
桜
池
院
本
の
模
写
で

あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
逆
の
可
能
性
を
強
く
感
じ

る
。
桜
池
院
本
は
薬
師
如
来
を
中
心
に
描
い
た
も
の
で
、
十

図（部分）

二
神
将
は
そ
れ
に
附
随
す
る
も
の
と
し
て
画
面
全
体
の
構
成

に
従
い
、
絵
画
的
効
果
を
高
め
る
べ
く
適
宜
姿
勢
を
つ
け
て

将

配
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
前
後
で
重
な
っ
て
全
身
を
顕
わ
し

て
い
な
い
像
や
、
背
面
を
み
せ
る
像
な
ど
が
描
か
れ
、
細
い

模
様
等
は
省
略
さ
れ
た
り
も
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

←卜

て
、
玄
証
本
の
よ
う
な
十
二
神
将
の
基
本
的
な
形
像
を
描
い

薬

た
も
の
が
、
桜
池
院
本
か
ら
生
れ
る
乙
と
は
考
え
難
く
、
逆

7.桜池院

の
可
能
性
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

因
に
、
桜
池
院
本
と
玄
証
本
の
十
二
神
将
像
の
像
高
を
測

（
注

川
町
〉

っ
て
み
た
と
乙
ろ
、
全
体
と
し
て
桜
池
院
本
の
十
二
神
将
が

大
き
く
描
か
れ
て
は
い
る
が
、

一
糎
以
内
の
差
し
か
な
い
も

の
八
体
、
四
糎
J
五
糎
差
の
も
の
が
四
体
と
い
う
結
果
が
で

た
。
十
二
神
将
像
の
総
高
は
四
O
J
四
五
糎
ほ
ど
で
あ
る
た



め
、
四
糎
の
差
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
、
両
本
の
十
二
神
将
像
は
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ

ぅ
。
乙
の
結
果
か
ら
、
直
ち
に
玄
証
本
が
桜
池
院
本
二
神
将
像
の
下
絵
で
あ
る
と
結
論
す
る
乙
と
は
で
き
な
い
が
、
前
に
推
測
し
た
よ
う

に
、
同
一
系
統
の
原
本
か
ら
ζ

の
両
本
が
描
か
れ
た
と
考
え
れ
ば
、

そ
の
原
本
と
桜
池
院
本
と
玄
証
本
と
は
、
時
間
的
、
空
間
的
に
極
め

て
近
く
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
だ
け
は
確
言
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
玄
証
本
薬
師
十
二
神
将
像
を
軸
に
、
十
二
神
将
の
像
法
と
経
軌
の
関
係
、
世
流
布
像
薬
師
十
二
神
将
像
の
意
味
、
桜

池
院
本
薬
師
十
二
神
将
と
玄
証
本
と
の
関
係
を
簡
単
に
考
え
て
み
た
。
し
か
し
、
鎌
倉
以
降
に
作
ら
れ
た
十
二
神
将
像
の
検
討
も
必
要
で

あ
る
し
、

そ
の
他
、
前
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
「
浄
土
標
」
の
問
題
、
玄
証
と
「
別
尊
雑
記
」
の
問
題
な
ど
、
更
に
論
考
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
問

題
も
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
研
究
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

注
1 
島）

戸「
梨薬
蜜師
多経
羅」
訳五
「訳
悌
説
濯
頂
放

除
過
罪
生
死
得
脱
経
'-

義
浄
訳
ー寸

薬
師
瑠
璃
光
七
仏
本
願
功
徳
経
L一

巻

大
正
蔵

（
大
正
蔵u一制）

－
達
摩
笈
多
訳
「
仏
説
薬
師
如
来
本
願
経
」
一
巻
（
大
正
蔵

玄
英
訳

薬

事
潤
光
如

雲
願
功
徳
経

巻

大
正
蔵

－
議
筒
訳
「
薬
師
瑠
璃
光
経
」
一
巻

〈注
2
）
大
正
蔵
四
一
初

〈注
3
）

H

m

m

一n

〈注
4
）

m
m

一m

，， 玄
証
本
薬
師
十
二
神
将
図
小
考

六
五



玄
証
本
漢
師
十
二
神
将
図
小
考

六
六

〈注
5
）

M
H

四一泊

〈注
6
）
薬
叉
大
将
宮
昆
羅
。
其
身
黄
色
執
宝
杵
。

薬
叉
大
将
殿
折
羅
。
其
身
白
色
執
宝
剣
。

薬
叉
大
将
迷
企
羅
。
其
身
黄
色
執
宝
棒
。

薬
叉
大
将
安
底
羅
。
其
身
緑
色
執
宝
鎚
。

薬
叉
大
将
頬
傭
羅
。
其
身
紅
色
執
宝
叉
。

築
叉
大
将
珊
底
羅
。
其
身
煙
色
執
宝
剣
。

薬
叉
大
将
因
陀
羅
。
其
身
紅
色
執
宝
視
。

薬
叉
大
将
波
夷
羅
。
其
身
紅
色
執
宝
鎚

薬
叉
大
将
摩
虎
緯
。
其
身
白
色
執
宝
斧
。

薬
叉
大
将
真
逮
羅
。
其
身
白
色
執
窺
索
。

薬
叉
大
将
招
住
羅
。
其
身
青
色
執
宝
鎚
。

薬
叉
大
将
毘
淘
羅
。
其
身
紅
色
執
宝
輪
。

〈注
7
）
大
正
蔵
四
一
邸

（注
8
）
大
正
図

8
一胸

〈注
9
）
内
藤
藤
一
郎
著
「
日
本
仏
教
図
像
史
・
上
巻
」
東
方
書
院
、
昭
和
七
年
三
月

治
安
三
年
（
一

O
二
三
）
に
造
立
さ
れ
た
叡
山
根
本
中
堂
の
薬
師
十
二
神
将
像
に
関
す
る
記
述
（
「
叡
岳
要
記
」
、
「
九
院
仏
閣
抄
」
、
「
行
林

抄
」
）
か
ら
、
一

O
二
八

t
三
八
以
前
に
「
浄
土
標
」
が
帯
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

〈
注
叩
）
「
浄
土
標
」
に
記
す
十
二
神
将
の
形
像
。

第
一
宮
昆
羅
。
伊
舎
那
方
。
可
畏
大
将
。
其
色
賞
標
。
駕
レ
虎
。
執
－
一
獣
茶
剣
一
。
左
手
拳
押
－
一
左
腰
、
或
云
依
＝
東
北
方
、

第
二
伐
折
羅
。
因
達
方
。
金
剛
大
将
。
其
色
青
。
服
赤
。
駕
レ
策
。
執
ニ
三
股
伐
折
羅
－
左
手
屈
レ
風
仰
レ
左
。
或
云
作
“
－
東
万
一
。

第
三
迷
企
羅
。
阿
掲
撃
方
。
護
法
大
将
。
其
色
帯
レ
炎
上
青
煙
。
駕
レ
龍
。
執
レ
鉾
。
主
上
炎
旗
。
二
手
調
レ
之
。
或
一
言
作
目
白
東
南
方
、

第
四
安
儒
緩
。
阿
掲
多
方
。
護
法
大
将
。
其
色
帯
レ
炎
上
賞
煙
。
鴛
レ
蛇
。
執
＝
戦
茶
鍛
－
。
左
手
挙
申
＝
風
指
－
。
火
珠
之
。
或
云
作
＝
南
方
－
。



第
五
安
底
羅
。
鴎
魔
羅
万
。
正
法
大
将
。
其
色
赤
。
放
レ
炎
。
雷
限
大
髪
。
駕
z
両
翼
馬
－
。
左
執
＝
伐
月
虚
－
。
右
執
レ
鏡
。
上
炎
之
。
或
云
作
エ

西
南
方
、

第
六
珊
底
羅
。
浬
哩
底
方
。
羅
利
大
将
。
其
色
黄
赤
。
作
ニ
緩
刺
像
－
。
駕
レ
羊
。
左
執
レ
鏡
。
右
執
コ
戦
奈
剣
一
。
或
執
一
一
伐
只
哩
一
之
。
或
云
作
－
一
西

万
二
第
七
因
逮
羅
。
浬
哩
底
方
。
帝
使
大
将
。
其
色
黄
。
駕
レ
獄
。
左
執
コ
臼
払
一
。
右
執
レ
鈴
。
令
レ
陪
レ
之
。
或
云
作
＝
西
方
北
万
二

第
八
駿
伊
緩
。
縛
噌
奈
方
。
狼
龍
大
将
。
其
色
白
錯
。
駕
＝
金
麹
鳥
－
。
左
執
コ
如
意
珠
－
。
右
執
＝
金
剛
鐸
一
。
或
一
玄
作
ニ
北
方
－
。

第
九
摩
喉
羅
。
嚇
庚
万
大
将
。
或
一
子
折
風
大
将
－
。
駕
レ
狗
。

ζ

形
可
畏
。
所
謂
天
狗
。
左
拳
申
コ
風
指
輪
一
。
右
回
レ
風
。
其
色
如
－
一
黒
風
二
或

作
ニ
上
方
一
。

第
十
真
逮
羅
。
縛
庚
方
。
折
水
大
将
。
駕
レ
猪
。
右
就
レ
鈎
友
屈
コ
地
水
二
其
色
如
四
目
黒
水
二
或
作
エ
下
方
一
。

第
十
一
招
社
級
。
昆
沙
問
方
。
護
世
大
将
。
又
摩
尼
大
将
。
駕
レ
鼠
。
右
執
ニ
如
意
珠
－
。
友
執
ニ
縞
索
二
其
色
夏
目
黒
雲
色
之
。
或
作
－
－
西
万
二

第
十
二
昆
淘
縁
。
伊
舎
那
方
。
懲
念
大
将
。
柏
崎
レ
牛
。
即
水
牛
也
。
手
執
ニ
宝
弓
箭
一
。
其
色
黒
育
。
但
梢
滅
ニ
前
色
目
。
或
云
コ
亥
方
－
。

（
注
日
）
大
正
図

4
肩
上

（
注
ロ
）
大
正
蔵
路
市

（
注
目
）

p

n

一
問
、
図
像
は
「
別
尊
雑
記
」
（
大
正
図

3
一
蹴
）
に
あ
り
。

（注
U
）
増
益
善
神

（
注
目
）
寂
照
堂
運
倣
著
「
谷
響
集
」

（
注
目
己
十
二
幹
揃
っ
て
同
形
態
を
示
す
作
例
が
な
い
と
い
う
意
味
。

（
注
口
）
注
9
参
照
、

pmω

（
注
凶
）
六
十
巻
、
思
晶
無
機
訳
、
北
涼
玄
始
三
年
（
四
一
四
）

l
十
五
年
（
四
二
六
）
、
大
正
蔵

（

詰

）

大

正

蔵

品

（注
m
却
）
鎌
倉
時
代
の
写
本
。
原
本
は
治
承
四
年
（
一
一
八
O
）
の
も
の
。

（注射
μ
）
大
正
図

8
踊
下

玄
証
本
薬
師
十
二
神
将
図
小
考

13 
1 

六
七



玄
証
本
薬
師
十
二
神
将
図
小
考

（
注
沼
）
庁

8
一
側
上

－唱
E
4

（
注
お
）
叡
山
根
本
中
堂
に
治
安
三
年
（
一

O
一
一
三
）
に
つ
く
ら
れ
た
十
二
神
将
（
「
叡
岳
要
記
」
、
「
九
院
仏
閣
抄
」
）
及
び
藤
原
前
期
の
作
と
思
わ
れ
る

興
福
寺
板
彫
十
二
神
将
像
に
は
、
十
二
支
表
現
は
な
い
。
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
の
裏
書
を
持
つ
玄
詮
本
、
ほ
ぼ
同
時
期
と
思
わ
れ
る
桜
池

院
薬
師
十
二
神
将
図
、
治
承
四
年
（
一
一
八
O
）
の
写
本
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
醍
醐
寺
本
薬
師
十
二
神
将
図
に
は
、
頭
上
に
十
二
支
を
描
い
て

い
る
。
な
お
、
ベ
ゼ
ク
リ
ク
窟
第
八
号
（
グ
リ
ユ
ン
ウ
ェ

1
デ
ル
編
号
）
南
壁
薬
師
浄
土
変
相
図
に
十
二
神
将
が
捕
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
文
官
服
を

着
け
た
執
勿
男
像
六
体
と
、
盛
装
女
像
六
体
と
に
よ
っ
て
、
頭
上
に
十
二
支
の
獣
面
が
お
か
れ
た
十
二
神
将
像
で
あ
る
。
こ
れ
は
五
代
頃
の
壁

画
で
、
唐
代
仏
画
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
地
方
的
色
彩
も
認
め
ら
れ
る
。
ウ
ィ
グ
ル
文
の
訳
本
を
以
て
造
像
さ
れ
、
中

国
本
土
に
は
翻
訳
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
経
典
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
（
松
本
栄
一
著
「
懲
燈
査
の
研
究
」
、
東
方
文
化
学
院
東
京

研
究
所
刊
、
昭
和
十
二
年
三
月
、
八
四
頁
）
前
書
図
版
印
、
及
び

F
刊の
omHω
志
g
E－w
p
同〈・、吋良市－
H
叶
・
の
図
版
で
は
、
十
二
神
将
像

の
細
部
が
不
鮮
明
で
、
ど
う
い
う
性
格
の
十
二
神
将
か
明
確
で
な
い
が
、
十
世
紀
頃
に
西
域
で
十
二
支
を
持
つ
十
二
神
将
が
帯
在
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

（
注
鈍
）
「
浄
土
標
」
を
典
拠
に
し
て
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
十
二
神
将
像
も
み
あ
た
ら
ぬ
。
醍
醐
寺
本
薬
師
十
二
神
将
図
の
中
に
、
十
二
支
に
騎
乗
す
る

十
二
神
将
を
描
い
て
い
る
が
、
こ
れ
も
「
浄
土
標
」
と
は
持
物
が
全
く
異
っ
て
い
る
。
た
だ
、
治
安
三
年
（
一

O
二
三
）
に
叡
山
根
本
中
堂
に

造
ら
れ
た
十
二
支
を
持
た
な
い
十
二
神
将
像
を
、
延
磨
寺
第
二
十
七
世
の
座
主
慶
命
が
、
天
台
座
主
職
に
在
位
し
て
い
た
万
寿
五
年
（
一

O
二

八
）
か
ら
長
暦
二
年
（
一

O
三
八
）
の
聞
に
、
「
浄
土
標
」
に
よ
っ
て
配
置
換
え
し
た
記
録
は
あ
る
。
（
「
叡
岳
要
記
」
、
「
九
院
仏
閣
抄
」
、
「
阿

裟
縛
抄
」
、
「
行
林
抄
」
）

（
注
お
）
大
正
図

4
E

（
注
目
必
）
内
藤
藤
一
郎
氏
は
、
「
日
本
仏
教
図
像
史
」
（
東
方
書
院
、
昭
和
七
年
三
月
）
の
中
で
、
玄
謹
本
十
二
神
将
と
桜
池
院
本
薬
師
十
二
神
将
と
の
関

係
に
つ
い
て
、
桜
池
院
本
を
定
智
自
筆
と
考
え
、
玄
詮
本
を
そ
の
転
写
本
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

土
宜
成
雄
氏
は
、
「
玄
鐙
阿
闘
梨
の
研
究
」
（
桑
名
文
星
堂
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
）
の
中
で
、
玄
登
本
と
桜
池
院
本
と
は
、
い
ず
れ
も
同
一
原

本
（
唐
本
）
或
い
は
同
系
の
原
本
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
両
様
の
図
像
で
あ
る
と
述
べ
、
両
本
の
直
接
の
関
係
に
つ
い
て
は
否
定
的
で
あ
る
。

（
注
幻
）
大
正
図

4
一倒下

ノ、
J¥ 



「
寛
保
元
酔
年
六
月
十
一
日
一
得
暑
難
堪
以
吉
本
遂
校
隻
補
虫
欠
閥
了
毎
歳
之
躍
軸
等
勿
忘
一
広
々

一
語
炉
転
糊
一
諸
問
金
剛
乗
末
資
賢
賀
一
時
十
峨
」

（
注
総
）
「
古
画
備
考
」
十
三
、
「
堀
河
左
府
記
」
（
史
料
通
覧
、
史
料
大
成
に
所
収
）
に
円
心
の
記
述
あ
り
。

（
注
却
）
健
闘
寺
蔵
不
動
明
王
図
（
建
久
六
年
書
写
の
墨
書
あ
り
）
。
降
三
世
明
王
、
軍
茶
利
明
王
、
大
威
徳
明
王
図
（
「
別
尊
雑
記
」
巻
三
三
、
図
像
番

号
一
六
八
、
一
七
一
、
一
七
四
）

（
注
鈎
）
六
巻
、
狩
野
永
納
（
一
六
三
四
｜
一
七
O
O）
著
。
「
日
本
書
重
苑
」
、
「
日
本
釜
談
大
観
」
に
所
収
。

（
注
目
副
）
平
子
鐸
嶺
箸
「
仏
教
芸
術
の
研
究
」
（
三
星
出
版
部
、
大
正
十
二
年
二
月
）

（
注
担
）
小
野
玄
妙
「
仏
教
の
美
術
と
歴
史
」
（
大
歳
出
版
、
昭
和
十
二
年
二
月
）

（
注
お
）
珍
海
の
作
画
の
遺
例

－
東
寺
蔵
双
身
歓
喜
天
図
（
画
中
に
「
珍
海
己
講
筆
天
下
第
一
絵
師
云
々
」
と
あ
り
。
）

．
東
寺
蔵
五
方
愛
奈
羅
中
の
南
方
一
一
帽
。

－
仁
王
経
憂
茶
羅
（
覚
禅
阿
閤
梨
臨
模
本
）

・
旧
高
山
寺
蔵
醍
醐
三
宝
院
本
十
ニ
天
（
玄
澄
本
）

－
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
東
大
寺
法
草
堂
根
受
奈
羅
（
珍
海
の
修
恕
銘
）

（
注
引
き
大
正
図

4
一
組
、
警
官
番
号
四
七

（
注
お
）
十
二
世
紀
中
頃
、
勧
修
寺
の
寛
信
の
も
と
に
、
両
者
は
盛
ん
に
出
入
り
し
て
い
た
形
逃
が
あ
る
。

佐
和
隆
研
「
童
僧
定
智
に
就
い
て
」
（
画
説
四
三
号
、
昭
和
十
五
年
）

（
注
目
凋
）
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
頃
、
高
野
山
の
仁
済
の
も
と
で
、
両
者
が
学
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

（
一
一
八
九
）
、
薬
師
法
の
項
を
撰
述
し
て
い
る
。
（
「
覚
禅
抄
」
、
高
山
寺
蔵
「
転
法
輪
法
」
奥
書
）

（
注
幻
）
土
宜
成
雄
著
「
玄
謹
阿
閥
梨
の
研
究
」
（
桑
名
文
星
堂
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
）
七
九
頁
。

（
注
お
）
奈
良
六
大
寺
大
観
「
興
福
寺
E
」
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
六
年
）
四
九
頁
。

（注
m
却
）
八
二
巻
、
大
正
競
祁

T

（注

ω）
注
8
参
照

玄
証
本
薬
師
十
二
一
神
将
図
小
考

覚
禅
は
高
野
山
を
下
っ
た
翌
年

，、
九



玄
証
本
薬
師
十
二
神
将
図
小
考

（
注
位
）
大
正
図

4
一蹴

（
注
必
）

M

M

3

T

（注何回）

M

M

3

－u

（
注
“
）

H

3

一
問
、
二
六
四
図

（
注
必
）
庁

3
一
初
、
九
一
図

（
注
必
）
庁

7
一制

（
注
幻
）
高
野
山
に
お
け
る
図
像
研
究
の
中
心
地
。
兼
意
・
心
覚
の
住
院
で
あ
っ
た
。

（
注
必
）
大
正
図

m一蹴

（
注
必
）
グ

6
一m

（注

ω）
「
日
本
仏
教
美
術
の
研
究
」
所
収
、
（
欝
苑
巡
礼
社
、
昭
和
四
年
七
月
）

（注目
ω
）
桑
名
文
星
堂
、
昭
和
十
八
年
十
二
月

（
注
目
）
「
宝
雲
」
第
三
冊
（
宝
雲
舎
、
昭
和
七
年
八
月
）

（
注
臼
）
「
鎌
倉
時
代
俳
教
史
料
史
蹟
」

（
注
刷
出
）
「
査
説
」
廿
八
号

（
注
目
山
）
「
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
」
花
号
（
昭
和
三
十
二
年
九
月
）

（
注
目
出
）
「
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
」
別
号
（
昭
和
四
十
三
年
）

（
注
貯
）
注
目
山
参
照
、
十
頁

（
注
開
）
注
幻
参
照
、
六
O
頁

（
注
印
）
中
国
祝
夫
著
「
古
鮎
本
の
国
語
学
的
研
究
」
（
大
日
本
雄
鱗
会
講
談
社
、
昭
和
二
十
九
年
五
月
）
三
O
六
、
三
九
一
、
五
五
O
頁

（
注
印
）
拙
稿
「
別
尊
雑
記
の
研
究
ー
そ
の
成
立
問
題
を
中
心
に
し
て
」
（
「
仏
教
芸
術
」
回
号
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
）

（
注
飢
）
応
現
観
音
図
（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
）
、
北
斗
憂
奈
羅
（
東
京
芸
大
蔵
）

七。



（
注
位
）
仏
書
刊
行
会
図
書
部
編
（
大
正
七
年
）

（
注
臼
〉
注
幻
参
照
、
七
九
、
八
三
頁

（
注
悦
）
桜
池
院
は
党
法
親
王
（
一

O
九一

J
一
一
五
三
）
が
建
立
し
た
と
伝
え
る
。
高
野
山
に
お
け
る
位
置
は
、
大
塔
の
近
く
の
西
院
谷
に
あ
り
、
月

上
院
と
は
正
反
対
に
あ
る
。
（
「
紀
伊
続
風
土
記
」
五
巻
、
高
野
山
之
部
巻
之
十
二
、
寺
家
之
二
、
西
院
谷
堂
社
院
家
）

（
注
伍
）
十
二
神
将
像
の
甲
骨
部
に
は
函
絹
の
磨
損
の
た
め
に
金
地
が
現
わ
れ
、
裏
箔
が
使
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
注
目
∞
）
注
9
参
照
、
八
O
貰

（
注
目
別
）
桜
池
院
本
で
は
、
像
が
重
な
っ
て
掛
か
れ
て
い
る
た
め
、
全
像
高
が
測
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
画
面
で
み
え
る
範
囲
で
測
っ
た
。
画
面
に
ふ

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
多
少
の
誤
差
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
玄
詮
本
に
つ
い
て
は
、
原
本
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
原
寸

大
の
「
仏
教
図
像
集
古
」
本
を
実
測
し
た
。

玄
証
本
薬
師
十
二
神
将
図
小
考

七




